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⑴　
都
市
計
画
街
路
の
県
道
弥

富
名
古
屋
線
、日
光
大
橋
西
線
、

街
路
弥
生
通
線
、
向
陽
通
線
、

穂
波
通
線
の
進
捗
状
況
は
。

⑵　
Ｊ
Ｒ
関
西
線
と
名
鉄
の
上

を
橋
上
市
道
に
す
れ
ば
大
変
便

利
で
あ
り
、
市
北
部
地
域
と
市

の
中
地
域
が
一
体
に
な
る
。

　
具
体
的
な
計
画
は
。

⑶　
市
が
河
川
管
理
し
て
い
る

準
用
河
川
の
鯏
浦
川
の
改
修
の

具
体
的
な
計
画
と
実
施
時
期
は
。

⑷　
孫
宝
排
水
経
費
は
、
農
家

の
田
畑
の
面
積
で
排
水
維
持
経

費
の
負
担
費
用
が
賦
課
さ
れ
て

い
る
。
田
畑
と
農
地
以
外
の
比

率
は
４
対
６
の
比
率
で
あ
る
。

　
市
全
体
の
排
水
な
の
で
、
最

低
で
も
面
積
比
率
の
６
割
以
上

の
排
水
維
持
費
を
市
が
負
担
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

⑸　
国
土
地
理
院
か
ら
出
て
い

る
市
町
村
別
の
面
積
で
、
本
市

は
境
界
未
定
で
参
考
値
と
し
て

48
・
92
㎢
と
な
っ
て
い
る
。

　
境
界
が
画
定
し
て
い
な
い
の

は
、
境
港
か
ら
北
の
樋
門
に
か

け
て
の
数
百
ｍ
で
あ
る
。

　
木
曽
岬
町
と
の
話
し
合
い
が

ど
う
な
さ
れ
た
の
か
。

⑹　
市
の
財
産
は
、
行
政
財
産

と
普
通
財
産
が
あ
る
。
26
年
度

決
算
を
見
る
と
、
行
政
財
産
が

88
万
３
千
775
㎡
、
普
通
財
産
が

６
万
１
千
874
㎡
で
あ
る
。
行
政

財
産
は
市
民
の
た
め
に
使
わ
れ

て
い
る
が
、
普
通
財
産
は
代
替

地
な
ど
の
財
産
で
あ
る
。

　
維
持
管
理
を
行
う
た
め
だ
け

に
予
算
執
行
を
し
て
い
る
普
通

財
産
は
、
限
り
な
く
減
ら
す
べ

き
で
は
。

⑺　
市
の
借
入
金
を
市
債
と
い

い
、
そ
の
総
額
は
26
年
度
決
算

で
175
億
１
千
532
万
円
で
あ
る
。

　
今
後
、
庁
舎
建
設
に
合
併
推

進
債
の
借
り
入
れ
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
起
債
額
は
優
に
200
億

円
を
超
え
る
。
こ
の
中
の
借
入

金
で
地
方
交
付
税
の
対
象
と
な

る
の
は
、
臨
時
財
政
対
策
債
、

下
水
道
事
業
債
、
新
庁
舎
の
合

併
推
進
債
な
ど
の
起
債
で
あ
る
。

　
現
状
で
は
地
方
交
付
税
の
交

付
は
ほ
と
ん
ど
見
込
め
な
い
。

　
中
期
財
政
計
画
に
上
げ
て
あ

る
よ
う
な
行
政
改
革
を
す
ぐ
に

で
も
実
施
す
べ
き
で
は
。

　
　

開
発
部
長

⑴　

都
市
計
画
道
路
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
、
弥
富
名
古
屋
線

は
、
県
に
よ
り
又
八
工
区
約
500

ｍ
に
着
手
い
た
だ
い
て
い
る
。

又
八
工
区
の
完
了
目
標
は
33
年

春
ご
ろ
と
聞
い
て
い
る
。

　

日
光
大
橋
西
線
は
、
県
及
び

平
島
中
土
地
区
画
整
理
事
業
に

よ
り
、
名
古
屋
第
３
環
状
線
交

差
点
か
ら
穂
波
通
線
ま
で
の
１

千
130
ｍ
が
完
了
し
て
い
る
。
現

在
は
、
平
和
通
線
市
役
所
前
か

ら
名
古
屋
第
３
環
状
線
交
差
点

ま
で
の
間
の
着
手
に
向
け
、
県

と
と
も
に
地
元
調
整
中
で
あ
る
。

　

弥
生
通
線
は
、
国
道
155
号
線

西
中
地
交
差
点
か
ら
北
へ
370
ｍ

区
間
を
片
側
歩
道
設
置
計
画
で

本
年
度
よ
り
測
量
設
計
に
着
手

し
、
31
年
度
末
を
完
了
目
標
と

し
て
い
る
。

　

向
陽
通
線
は
、
計
画
延
長
１

千
10
ｍ
で
、
国
道
１
号
取
り
つ

け
部
及
び
県
道
新
政
成
弥
富
線

交
差
点
付
近
の
整
備
が
で
き
て

い
な
い
。

　

穂
波
通
線
は
、
計
画
延
長
１

千
320
ｍ
で
、
国
道
１
号
取
り
つ

け
部
の
整
備
に
着
手
し
て
い
く
。

⑵　

Ｊ
Ｒ
、
名
鉄
弥
富
駅
整
備

は
、
北
側
の
暫
定
広
場
と
駅
南

側
の
広
場
を
自
由
通
路
で
結
び
、

連
絡
を
確
保
し
、
駅
舎
に
つ
い

て
は
近
鉄
弥
富
駅
の
よ
う
に
橋

上
化
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
す

る
整
備
方
針
を
お
示
し
し
た
。

　

28
年
度
末
ま
で
に
自
由
通
路

な
ど
の
概
略
設
計
を
作
成
し
て

い
き
た
い
。

　
　

土
木
課
長

⑶　

今
年
度
よ
り
県
費
補
助
事

業
の
採
択
を
受
け
、
矢
板
護
岸

に
よ
り
河
川
改
修
を
行
っ
て
い

る
。
29
年
度
を
事
業
完
了
予
定

と
し
て
い
る
。

　
　

市
長

⑷　

農
家
の
負
担
は
非
常
に
大

き
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

今
ま
で
排
水
賦
課
金
に
つ
い

て
、
市
と
し
て
努
力
を
し
て
き

た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
あ

る
中
で
予
算
配
分
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
　

総
務
部
長

⑸　

25
年
11
月
と
12
月
に
市
長

が
木
曽
岬
町
長
と
会
い
、
改
め

て
境
界
の
考
え
方
を
尋
ね
た
が
、

県
境
問
題
は
、
両
県
・
両
市
町

の
懸
案
事
項
で
あ
る
の
で
、
県

を
交
え
て
解
決
に
向
け
て
協
議

を
し
て
い
き
た
い
。

⑹　

維
持
管
理
だ
け
行
っ
て
い

る
普
通
財
産
は
限
り
な
く
減
ら

す
べ
き
で
あ
る
。
実
際
に
活
用

で
き
る
土
地
か
ら
順
次
売
却
や

貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
く
。

　

用
途
が
決
ま
っ
た
も
の
は
行

政
財
産
に
変
更
し
て
い
く
。

　
　

財
政
課
長

⑺　

歳
出
は
、
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
を
も
と
に
投
資
の

適
正
化
・
平
準
化
を
図
る
ア
セ

ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
導
入
を

計
画
し
て
い
る
。

　

今
後
は
よ
り
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
行
財
政
改
革
に
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問

28
年
度
末
ま
で
に
概
略
設
計

を
作
成
し
て
い
き
た
い
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Ｊ
Ｒ
と
名
鉄
の
橋
上
市
道
化

Ｊ
Ｒ
と
名
鉄
の
橋
上
市
道
化

の
具
体
的
な
実
施
計
画
を

の
具
体
的
な
実
施
計
画
を
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